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【世帯数】     783世帯 

【人 口】 男  838人 

女  883人 

 合計 1721人 

（令和７年１２月３１日現在） 

令和８年２月号 

 ➀ 

 

12

月
13

日
（
土
）、
太
陽
保
育
園
に
て
劇
団

「
ぱ
れ
っ
と
」
に
よ
る
人
形
劇
が
公
演
さ
れ

ま
し
た
。
最
初
は
い
た
ず
ら
ず
き
な
ね
こ
が

出
て
は
隠
れ
て
、
人
形
劇
が
始
ま
る
前
か
ら

子
供
た
ち
の
心
は
釘
付
け
で
す
。
元
気
よ
く

返
事
を
し
た
り
、
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
会
場

が
暗
く
な
り
、
人
形
劇
が
始
ま
る
と
静
か
に

じ
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
公
演
さ
れ

た
の
は
「
赤
頭
巾
」。
お
話
を
知
っ
て
い
る
子

供
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
皆
、
最
後
ま

で
、
楽
し
ん
で
見
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

劇
団
「ぱ
れ
っ
と
」に
よ
る
人
形
劇 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
太
陽
保
育
園
～ 

 
 

 

 

区
長
会
視
察
研
修 

 

区
長
会
で
は
12

月
12

日
（
金
）
に
熊
本
地
震

の
被
災
地
で
あ
る
阿
蘇
方
面
を
訪
問
し
、
防

災
・
減
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
視
察
を
行
い
ま
し

た
。         

 

今
後
は
、
今
回
の
学
び
を
地
域
活
動
に
活
か

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

加
温
ハ
ウ
ス
不
知
火
品
評
会 

  
 

 
 

 
 

～
東
陽
町
定
住
セ
ン
タ
ー
～ 

 

12

月
15

日
（
月
）、
定
住
セ
ン
タ
ー
に
て
八
代

地
方
加
温
不
知
火
果
実
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
受
章
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

人
形
劇
の
間
、
お
父
さ
ん
達
が
子
供
た
ち

の
為
に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
く
る
ん
だ
や
き
い

も
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
人

形
劇
が
終
わ
っ
た
後
で
あ
っ
た
か
い
や
き
い

も
を
黙
々
と
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

４
部
門
中
３
部
門
で
金
賞
受
賞
！ 

 
 

 

～
果
実
品
評
会
で
優
秀
な
成
績
～ 

 

1
月
16

日
（
金
）、
県
南
広
域
本
部
に
て
八
代

地
方
果
実
品
評
会
が
行
わ
れ
、
見
事
３
部
門
で
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

八
代
市
消
防
団
東
陽
方
面
隊
規
律
訓
練 

 

 
 

 
 

 
 

 

～
災
害
時
に
備
え
て
～ 

 

１
月
18

日
（
日
）、
東
陽
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
東
陽
方
面
隊
規
律
訓
練
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
の
服
務
規
律
の

徹
底
と
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

訓
練
で
は
、
東
陽
方
面
隊
の
全
５
分
団
が

２
班
に
分
か
れ
、
指
揮
者
を
交
代
し
な
が
ら

氷
川
分
署
の
指
導
の
も
と
、
通
常
点
検
を
中

心
と
し
た
規
律
訓
練
を
行
い
、
１
月
25

日

（
日
）
に
実
施
さ
れ
る
八
代
市
消
防
出
初
式

に
向
け
て
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し

た
。 

                                            
 

金
賞 

開
田 

慎
一(

差
野)  

 

                                        

受
賞
者(

敬
称
略) 

                                            
   

銀
賞 

時
田 

直
登
（
栗
林
） 

 
                                            

   

銅
賞 

山
本 

俊
彦(

種
山) 

 
 

 
 

 
 

， 

■
ジ
ャ
ン
ボ
晩
白
柚
の
部
（
敬
称
略
） 

 

金
賞 

黒
田 

武
生 

（
陣
内
）
４ 

２
９
１
㎏ 

 

銅
賞 

宮
山 

卓
也 

（
館
原
）
３ 

６
４
６
㎏ 

■
ハ
ウ
ス
晩
白
柚
の
部 

 

金
賞 

橋
本 

幸
一
（
西
原
） 

■
屋
根
掛
け
不
知
火
の
部 

 

金
賞 

山
本 

俊
彦
（
種
山
） 

 

銀
賞 

時
田 

直
登
（
栗
林
） 

， 



2月1０日（火）納期限のもの 

◆農業集落排水使用料    1月（12月使用分） 

◆浄 化 槽 使 用 料     1月（12月使用分） 

３月2日（月）納期限のもの 

◆国民健康保険税       11期 

◆介 護 保 険 料       11期 

◆後期高齢者医療保険料    8期 

◆簡易水道使用料       2月（1月使用分） 

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高を

お確かめください。 

※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課までご連

絡、ご相談ください。 

【問合せ先】 

     地域振興課 市民福祉係 ☎65-211３ 

 

 

■ 令和８年度市民税・県民税の申告受付の

お知らせ 

■市税等の納期について 

申告会場・時間 東陽町の指定日 指定地区  

東陽定住センター 

大研修室 

【受付時間】 

午前 9：00～11：30 

午後 1：00～  4：00 

※正午～午後1時までは受付 

 できません。ご協力をお願  

 いします。  

 

2月９日 

  （月）     

 午 

 前 
南地区 

午 

後 
河俣地区 

 

2月10日 

（火）  

          

午 

前 
北地区 

午 

後 
小浦地区 

  上記の指定日に都合がつかない人は、他の校区の

指定日にその会場へ来場されることも可能です。  

 

              

申告に必要なもの  

◆本人確認書類 

 マイナンバーカードまたは通知カードなどの番

号が確認できるものと、運転免許証などの本人確

認書類  

◆収入・所得に関するもの 

・源泉徴収票（給与や公的年金） 

・収支内訳書

・配当所得の源泉徴収票や配当金明細（JA等）や 

 支払通知書など  

・その他支払明細（満期保険、個人年金、講師 

 料、 謝金など）  

◆控除に関するもの 

・社会保険料（国民健康保険、後期高齢者医療保   

 険、国民年金、介護保険など） 

・生命保険、地震保険などの支払証明書など 

・医療費の領収書など、障害者控除を申告される 

 方は障害者手帳など 

・その他控除に必要な書類 

 

※申告の詳しい内容につきましては「広報やつし 

 ろ」２月号をご覧ください 

【問合せ先】 

   地域振興課市民福祉係 ☎６５－２１１３ 

 ■ 水道管の凍結にご注意ください 

令和８年度（令和７年分）市県

民税の申告の受付を行います。東

陽町では下表の日程で受付を行い

ますので、申告が必要な人は期間

内に申告をしましょう。 

              

 外気温が概ねマイナス４℃以下になると水道管が凍

結したり、破損する恐れがあります。また、日陰や

風あたりの強い所はマイナス１～２℃が数日続くと

凍結する恐れがありますので天気予報に注意し、水

道管の凍結予防の対策を行いましょう。  

 低温注意報が発表された場合は、水道管や水道機

器の点検を行うなど特に注意が必要です。 

 

凍結を防ぐためには  
○屋外にある蛇口や水道管のむき出しになってい

る水道管は、保温材や毛布等で被い、濡れないよ

うに上からビニールテープ等を隙間なく巻くよう

にしてください。 

○蛇口から糸を引く程度の水を出してお

き、出した水は容器等で受け、浴用等に

利用するなど水を有効に利用しましょ

う。  

 

もしも水が凍って出なくなった場合は   
○タオルや布を被せて、その上から

ゆっくりとぬるま湯をかけて溶かして

ください。熱湯は、水道管や蛇口のひ

び割れや破裂の原因になるため絶対に

使わないでください。  

 

破裂の被害を防ぐためには  

○水道管が破裂した場合、まず水を止める必要が

あります。止水栓はメーターボックスの中にあり

ますので、普段からメーターボックスの位置を確

認し、止水栓を操作できる状態にしておくことが

重要です。 

【問合せ先】 

    地域振興課 市民福祉係 ☎65-211３ 


